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宮崎県沿岸から得られたヤイトハタの記録

緒方悠輝也 1,2・宇都宮伸一 3・和田正昭 4・村瀬敦宣 2,5

Two specimens (152.6–176.2 mm standard length) of Epi-
nephelus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801) (Serranidae) 
were collected from a mouth of river located in Kushima City 
and a fishing port of Kadogawa Bay (Miyazaki Prefecture). 
These specimens represent the first records from the prefecture.
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 Abstract

マ ハ タ 属 Epinephelus Bloch, 1793 は ハ タ 科 魚 類

（Serranidae）の 1属で，体長が頭長の 2.15–2.75倍，体高

の 2.3–3.7倍で，背鰭棘条数が 11棘 12–19軟条，臀鰭棘条

数が 3棘 7–10軟条，胸鰭軟条数が 15–21，体は長い楕円

形で側扁する，両顎の前方に犬歯をもつ，鰓蓋に 2–3本

の明瞭な棘がある，および胸鰭中央部の軟条が最長，な

どの特徴を有し（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and 

Randall, 1993），日本からは 47種が知られている（本村，

2020; Nakamura and Motomura, 2021）．

著者らが行っている宮崎県沿岸の魚類相調査の過程で，

門川湾と串間市の沿岸域からそれぞれ 1個体のヤイトハタ

Epinephelus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801)と同定

される魚類が採集されたほか，採集直後の写真が得られた．

これらの標本および写真で確認された個体は，本種の宮崎

県における初記録となるので証拠資料と共に報告する．

材料と方法
調査標本は神奈川県立生命の星・地球博物館の魚類標

本資料（KPM-NI）として，標本の生鮮写真および釣果写

真は同博物館の魚類写真資料（KPM-NR）として登録・保

管されている．なお，神奈川県立生命の星・地球博物館の

資料番号は，博物館のデータベース上では 0を含めた 7桁

の数字で表記される（例えば，KPM-NI 0058088）．標本の

計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)に従い，背

鰭前長（predorsal-fin length）および臀鰭前長（preanal-fin 

length）のみMurase et al. (2018)に従った．計測にはノギ

スを用いて 0.1 mm単位まで記録した．標準体長は体長ま

たは SLと表記した．また，本研究においては串間市産の

標本の採集地点および写真資料の撮影地点は，釣り人等に

よる影響も考慮したうえで市までの表記にとどめた．

Epinephelus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801)

ヤイトハタ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　2個体：KPM-NI 58088，152.6 mm SL，宮崎県串

間市を流れる河川の河口部，2019年 8月 15日，釣り（カ

ニを餌とした落とし込み），宇都宮伸一；KPM-NI 63835，

176.2 mm SL，宮崎県東臼杵郡門川町庵川西庵川漁港，

32°28′49.1″N, 131°40′05.1″E，2021年 3月 15日，漁港内に

沈めていたかご網（餌としてボラ類の骨やクロサギ等の小

魚を入れた），和田正昭．

画像資料　KPM-NR 202524A–E，KPM-NI 58088 の生

鮮写真；KPM-NR 202525A–C，KPM-NI 63835 の生鮮写

真；KPM-NR 213002A，2016年 9月 19日（採集地点はす

べて先に記した KPM-NI 58088と同地点，採集者および

撮影者はすべて宇都宮伸一，以下の資料も同様）；KPM-

NR 213003A–B，2017 年 10 月 9 日；KPM-NR 213004A，

2017 年 10 月 15 日；KPM-NR 213005A，2017 年 10 月

17 日；KPM-NR 213006A，2017 年 10 月 17 日；KPM-

NR 213007A–D，2017 年 10 月 22 日；KPM-NR 213008A，

2018年 7月 31日；KPM-NR 213009A，2018年 7月 31日；
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KPM-NR 213010A，2018 年 9 月 2 日；KPM-NR 213011A，

2019年 6月 23日；KPM-NR 213012A–B，2019年 8月 6日；

KPM-NR 213013A，2019年 9月 15日；KPM-NR 213014A，

2020年 7月 12日；KPM-NR 213015A，2020年 9月 20日．

同定　調査標本の計数・計測値を Table 1に示した．

今回調査した宮崎県産の標本 2個体（Fig. 1）は背鰭鰭

条数が 11棘 15軟条，臀鰭軟条数が 8本，縦列鱗数が

108–110，鰓耙数が 10 + 15本，体高に対する体長の比

率が 3.1，胸鰭長に対する頭長の比率が 1.9–2.0，背鰭最

長棘は第 3–5棘であり，その長さに対する頭長の比率が

3.4–3.6，腹鰭後端が肛門に達しないこと，体側全域に瞳孔

より小さい黒色斑点が散在すること，および体側に 5本

の不規則な暗褐色の横帯があること，などが Randall and 

Heemstra (1991)，Heemstra and Randall (1993)，Cornish and 

Pollard (2011)，および瀬能（2013）が示したヤイトハタ

Epinephelus malabaricusの特徴とよく一致した．

写真資料のみが得られている個体（Fig. 2）に関して

は，頭部や体側，胸部，各鰭などに瞳孔よりも小さい黒色

斑点が散在すること，体側に 5本の不規則な暗色横帯が

見られること，および生鮮時の体側に黒色斑点より大き

い白いまだら模様が出ること，などの特徴が Randall and 

Heemstra (1991)，Heemstra and Randall (1993)，Cornish and 

Pollard (2011)，および瀬能（2013）が示したヤイトハタ E. 

malabaricusの色彩情報とよく一致した．

Fig. 1. Fresh specimens of Epinephelus malabaricus collected from Miyazaki Prefecture, southern Japan. A, KPM-NI 58088 (KPM-NR 
202524B), 152.6 mm in standard length (SL), a mouth of river located in Kushima City; B, KPM-NI 63835 (KPM-NR 202525B), 
176.2 mm SL, Kadogawa Bay. Photos by Y. Ogata.
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分布　本種はインド・太平洋（紅海，アフリカ大陸東
部からコモロ諸島，マダガスカル，セーシェル，インド，

スリランカ，インドネシア，オーストラリア，パプアニュー

ギニア，トンガ，日本にかけて）に広く分布することが知

られる（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 

1993; Cornish and Pollard, 2011）．日本国内ではこれまで，

日本海・東シナ海沿岸では兵庫県北部，島根県敬川沖，鹿

児島県指宿市（瀬能，2013；公益財団法人鹿児島市水族館

公社，2018；河野ほか，2021）から，太平洋沿岸では相模

湾，三重県熊野灘，和歌山県串本・白浜，高知県柏島，愛

媛県深浦，鹿児島県内之浦湾，（瀬能，2013；池田・中坊，

2015；日比野・長野，2020；畑，2020）から，南西諸島で

は種子島，屋久島，奄美大島，沖縄諸島以南の琉球列島

（Motomura et al., 2010；瀬能，2013；鏑木，2016）から記

録がある．本研究により，宮崎県沿岸における分布が確認

された．

備考　ヤイトハタは体側の全域に斑点があることや，
体側に 5本の不規則な暗色横帯があることから同属のチャ

イロマルハタ Epinephelus coioides (Hamilton, 1822)に外見

上酷似しているが（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra 

and Randall, 1993；瀬能，2013），生鮮時の体側の斑点が瞳

孔よりも小さい黒色（後者では赤褐色の瞳孔大）で，生鮮

時の体側に黒色斑点より大きい白いまだら模様がある（白

いまだら模様がない）ことでチャイロマルハタとは区別さ

れる（瀬能，2005，2013；日比野・長野，2020）．本報告

で使用した写真資料には，両種が同時に撮影されているも

のもあるが（Fig. 2），上記の色彩から 2種を区別すること

ができる．

本種は宮崎県を含む日向灘の魚類相を網羅した Iwatsuki 

et al. (2017)や，同県の北部に位置する門川湾周辺の魚類

相を網羅した村瀬ほか（2019，2021）では記録されていな

い．したがって，本研究が本種の宮崎県沿岸からの初めて

の記録となる．

本種および形態的に近似するチャイロマルハタは，分

布域や生息環境も似通っており，両種ともに熱帯・亜熱

帯域のサンゴ礁や隣接する沿岸環境に出現し，汽水域に

も侵入する（Randall and Heemstra, 1991; Blaber, 2000；瀬

能，2005; Cornish and Pollard, 2011）．また，両種ともに汽

水域に出現する個体は大半が幼魚や若魚で，成長するとと

もに沖合に生息地を変えることも知られており（Sheaves, 

1995），日本においても熱帯・亜熱帯域である琉球列島以

南の汽水域のマングローブ帯などで幼魚や若魚がよく観察

されるとされている（瀬能，2005）．今回ヤイトハタが得

られた宮崎県北部の門川湾周辺海域では，著者らによる 5

年間の網羅的な魚類相の調査が行われているにもかかわら

ず，本研究の 1個体しか得られていない．一方で，第 2著

者は串間市産の標本（KPM-NI 58088）が得られた河口域

で 30年以上継続して釣りを行ってきており，約 30年前か

ら本種を確認している．採集方法としてカニ・エビ類，ハ

ゼ類を生き餌とした釣りを行っており，岸壁沿いに餌を

落として本種を釣獲している．同じ方法でチャイロマル

ハタも頻繁に採集されており（Fig. 2），釣獲される個体数

の割合は，チャイロマルハタがヤイトハタの約 15倍であ

ることから（宇都宮，私信），この河口域ではチャイロマ

ルハタがより優占していると考えられる．釣れる個体は

両種ともに全長約 10–50 cmで，1–2月の真冬以外の季節

で釣りを行うと初夏から秋にかけての釣獲数が多くなる

傾向がある（宇都宮，私信）．串間市に隣接する宮崎県南

部の日南市沿岸では，その他の熱帯性ハタ科魚類として

カスリハタ Epinephelus tukula Morgans, 1959やキビレハタ

Epinephelus macrospilos (Bleeker, 1855)の成魚と判断される

個体が採集されており，周辺海域におけるこれらの種の再

生産の可能性も指摘されている（Murase et al., 2018；阪本

ほか，2018）．同海域においてヤイトハタやチャイロマル

ハタの成魚と判断される個体は確認されていないが，河口

域から離れた海洋環境を調査することで，両種の成熟した

個体が発見される可能性も否めない．宮崎県南部は暖温帯

Fig. 2. Color images of fresh individuals of Epinephelus mala-
baricus and E. coioides just after collected from a mouth of 
river located in Kushima City, Miyazaki Prefecture, southern 
Japan. A, KPM-NR 213005A (lower) and KPM-NR 213006A 
(upper); B, KPM-NR 213010A. Arrowheads indicate E. mal-
abaricus and others are E. coioides. Photos by S. Utsunomi-
ya.
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区と亜熱帯区の境界に位置しているとされているが（村瀬，

2020），30年前からヤイトハタが採集されていたことを考

えると，熱帯性魚類が経年的に安定して出現する地域であ

ることも推察される．このことは，今井ほか（1967）が宮

崎県北部（北浦町周辺）と南部（日南市）を比較して「日

南市沿岸の魚類相がより熱帯的な傾向を示す」としつつ，

複数の熱帯性魚類を報告していることからも支持される．

一方で，宮崎県南部の近隣海域である鹿児島県薩摩半島西

岸の笠沙近海では本種とチャイロマルハタの，大隅半島東

岸の内之浦湾では後者の個体数が近年になって増加してい

るという情報がある（伊東，2018；畑，2020）．このよう

な温帯と熱帯の境界となりうる地域の熱帯性魚類にとって

の生態学・生物地理学的位置付けを明確にするためには，

ハタ科魚類を含め，各地における各種のサイズや出現頻度

を含めた経年および季節ごとの魚類群集構造のモニタリン

グが必要だろう．
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Table 1. Counts and mesurements of Epinephelus malabaricus 
from Miyazaki Prefecture, southern Japan.

KPM-NI 58088 
Kushima City

KPM-NI 63835 
Kadogawa Bay

Standard length (SL, mm) 152.6 176.2
Total length (mm) 193.8 223.0
Counts
  Dorsal-fin rays XI, 15 XI, 15
  Anal-fin rays III, 8 III, 8
  Pectoral-fin rays 19 18
  Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
  Longitudinal scale rows 110 108
  Upper gill rakers 10 10
  Lower gill rakers 15 15
  Total gill rakers 25 25
Measurements (% SL)
  Head length 41.3 40.9
  Snout length 8.9 9.4
  Upper-jaw length 18.7 18.0
  Interorbital width 7.1 7.3
  Orbit diameter 6.7 6.3
  Body depth 32.4 32.3
  Caudal peduncle length 14.2 14.8
  Caudal peduncle depth 11.9 11.9
  Predorsal-fin length 35.2 34.4
  Preanal-fin length 69.9 68.8
  1st dorsal-fin spine length 5.2 5.6
  2nd dorsal-fin spine length 8.9 9.6
  3rd dorsal-fin spine length 11.3 11.9
  4th dorsal-fin spine length 11.1 12.1
  5th dorsal-fin spine length 11.4 12.0
  Last dorsal-fin spine length 10.5 12.0
  Length of longest dorsal-fin 

ray 16.5 16.2
  1st anal-fin spine length 3.9 5.5
  2nd anal-fin spine length 10.0 10.8
  3rd anal-fin spine length 11.9 10.3
  Length of longest anal-fin 

ray 16.4 19.5
  Pectoral-fin length 21.0 21.3
  Pelvic-fin length 15.9 16.8

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2018_03_Uchinoura_highres.pdf
http://www.fao.org/3/t0540e/t0540e00.htm
https://media.niche-life.com/series/007/Niche007_07.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2018_07_NewsLetter43_highres.pdf
https://mie-u.repo.nii.ac.jp/index.php?active_action=repository_view_main_item_detail&page_id=13&block_id=21&item_id=11794&item_no=1
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/INHFJ_2021_006_004.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2020_05_JAFList.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/YakushimaText_high.pdf
https://doi.org/10.3897/zookeys.772.24374
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